
@ 男女共同参画都市宣言
21世紀の扉が開いた今、私たちは輝く未来を創り
たい。自分を生かし、他人を認め、女も男も共にいき

いきした暮らしか守できるまち我孫子にするために、こ

こに「男女共同参画都市Jを宣言します。
1私たちは、男女がお互いの人権を噂重する我孫子に

します。

2私たちは、社会のあらゆる分野で、男女が平等に参

画する我孫子にします。

3私たちは、男女が一人ひとり自立し、責任を分かち
合う我孫子にします。
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広
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市
内
の
農
地
は
、
約
1
3
5
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
市
面
積
の
引
・
4
%

を
し
め
て
い
ま
す
。
農
地
は
、
農
作
物
の
生
産
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

自
然
環
境
を
保
全
す
る
大
切
な
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
民
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
農
業
そ
し
て
農
地
を
、
市
民
と
農
家
が
力
を

あ
わ
せ
て
守
り
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
農
産
物
の
φ

地
産
地
消
ψ

(

ち
さ
ん

・
ち
し
よ
う
)

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

• 寄IH• 官室

物産由一間コ工ひ.あ
あ
び
こ
工
コ
農
産
物

「あ
ぴ
こ
エ
コ
農
産
物
」
と
は
、

農
薬
や
化
学
肥
料
使
用
の
基
準
に
よ

り
3
つ
の
色
別
シ
l
ル
で
区
別
さ
れ

た
我
孫
子
産
の
農
産
物
で
す
(
左
表・

図
参
照
)
。

こ
の

「あ
ぴ
こ
エ
コ
農
産
物
」
の

認
証
は
、

1
月
に
農
家
と
消
費
者
が

参
加
し
て
発
足
し
た
「あ
ぴ
こ
型
「
地

産
地
消
』
推
進
協
議
会
」

(
遠
藤
織

太
郎
代
表
・
元
筑
波
大
学
教
授
)
が

行
っ
て
い
ま
す
。
農
家
が
作
成
し
た

栽
培
歴
を
も
と
に
、
専
門
家
(
遠
藤

代
表
)
や
消
費
者
、
農
家
の
委
員
が

審
査
し
、
市
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

金シール
栽培期間中、化学合成農薬と化学肥料不使用で栽培

した農産物

オレンジ
栽培期間中、化学合成農薬使用回数と化学肥料窒素

ンール
成分量の双方を県内慣行レベルの50%以下で栽培

した農産物

化学合成農薬使用回数と化学肥料窒素成分量の双

録シール方とも県内慣行レベル以下で栽培した農産物で、こ

の協議会の趣旨に賛同して栽培した農産物

企上園は、金色のジー
jいこの他 オレンジ
色のシーjしと、 撮色の
シーjしがあります
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ま
た
、

県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
や

J
A東
寝
ふ
た
ば
と
も
連
携
し
て
、

滅
農
薬
・
滅
化
学
肥
料
な
ど
の
栽
培

サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
で
は
、

J
A
S法
に

基
づ
く
有
機
栽
培
農
家
(
金
シ
l
ル

に
該
当
)
や
、
特
別
栽
培
等
農
家
(
オ

レ
ン
ジ
シ
l
ル
に
該
当
)
へ
の
補
助

事
業
な
ど
、
独
自
の
支
援
も
開
始
し

ま
す
。

定

期

即

売

会

の

開

催

「
あ
ぴ
こ
エ
コ
農
産
物
」
は
、
毎

月
第
2
・
第
4
日
曜
日
の
朝
9
時
か

ら
ロ
時
却
分
、
焼
ま
で
、
「
ア
ビ
ス
タ
」

前
で
定
期
即
売
を
行
っ
て
い
ま
す

(
雨
天
時
も
実
施
)
。

こ
の
即
売
会
は
、
消
費
者
の
方
が

販
売
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

農
家
の
方
と
共
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

次
の
塑
冗
会
は
、

8
月

8
日
側
、

辺
日
冊
で
す
。

臼

農
業
サ
ポ
l
タ
l
育
成

農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、

農
地
の
遊
休
化
な
ど
の
問
題
は
、
農

家
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
す

で
に
農
業
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

今
年
度
、
「援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
第

』

V

ア
ビ
ス
タ
前
で
の
定
期
即
売
会 -

期
)
養
成
講
座
」
を
聞
き
、
農
業

サ
ボ
l
タ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
生
を
募
集
中
で
す
。
農

業
を
元
気
に
す
る
事
業
に
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

関
定
し
た
枝
木
を
握
肥
巴

市
で
は
、
公
園
や
街
路
樹
か
ら
発

生
す
る
払
定
枝
木
の
チ
ッ
プ
を
使
っ

た
時
間
附
化
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
農
業
脅
壮
年
会
議
と
協

力
し
堆
肥
化
の
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
県
農
林
掻
輿
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
し
、
堆
肥
化
の
研
究
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
巴
地
元
農
産
物

農
業
脅
壮
年
会
議
の
協
力
を
得
て
、

平
成
M
年
ロ
月
か
ら
、
湖
北
中
学
校
、

湖
北
小
学
校
、
新
木
小
学
校
の

3
校

を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
ナ
ス
や
ト
マ

ト
、
玉
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の

地
元
農
産
物
を
学
校
給
食
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
毎
月
第
3
金
曜
日
を
「地

元
産
野
菜
を
使
っ
た
給
食
の
日
」
と

定
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
直
売
所
の
設
置

市
で
は
、

「あ
ぴ
こ
エ
コ

農
産
物
」
の
育
成
、
定
期
即

売
会
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、

今
年
度
に
は
公
設
民
営
の
農

産
物
直
売
所
の
基
本
計
画
を

作
り
ま
す
。

拠
点
的
な
農
産
物
直
売
所

を
設
置
し
、
さ
ら
に
現
在
あ

る
農
家
直
営
の
直
売
所
や
小

売
庖
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
み
、
市
内
各
地
で
消
費

者
に
地
元
農
産
物
を
提
供
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

圃

農
政
課
・
内
線
5
1
3

夏の夜空を彩る約 1万6000発

等質沼花決六会
8月ワ目{土)午後ワ時から8時30分
※雨天時は8目{目)、21日{土)に順次延期

手
賀
招
浄
化
の
願
い
を
込
め
て
、

我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の
2

市
1
町
合
同
で
、
手
賞
沼
花
火
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

r
し
審
議
議

V手賀沼花火大会会場・交通規制図

国道6号

国
唱
埠
惜
号

柏
公
園

夏
の
夜
空
を
彩
る
約
1
万
6
0
0

0
発
の
花
火
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
7
日
出
午
後
7
時
か
ら

8
時
却
分
(
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
導
入

市
は
7
月
に
、
脅
色
灯
と
ス
ピ
ー
カ

ー
を
装
備
し
た
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

車
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
寧
は
、
市
や
防
犯

協
議
会
の
防
犯
活
動
を
は
じ
め
、
求
通

安
全
対
策
や
不
法
投
棄
の
防
止
の
活
動

に
使
用
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
治
会
な
ど
に
よ
る
地
域

で
の
自
主
的
な
防
犯
・
安
全
活
動
に
も

貸
し
出
し
ま
す
。

圃

市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
2
1
7 8

月
8
日
側
、
幻
自
国
に
順
次
延

期
)
交
通
規
制

会
場
周
辺
で
午
後
6
時
か
ら
9

時
、
八
坂
神
社
か
ら
会
場
ま
で
は

6
時
か
ら
9
時
却
分
ま
で
交
通
規

制
が
行
わ
れ
ま
す
(
上
回
参
照
)
。

※
我
孫
子
駅
南
口
発
の
阪
東
パ
ス

は
、
午
後
4
時
却
分
以
降
我
孫
子

第
一
小
学
校
経
由
に
な
り
ま
す
。

圃

手
資
沼
花
火
大
会
実
行
委
員

会
E
7
1
8
2
・
3
1
3
1
、
市

商
工
観
光
課
・
内
線
5
0
4

※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前

8
時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮

0
1
8
0
・
ω
・
3
2
1
5
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

花
火
大
会
当
日
、
ア
ピ
ス
タ
は

午
後
3
時
か
ら
臨
時
休
館
し
、
駐

車
場
も
含
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

(
ト
イ
レ
の
み
午
後
6
時
か
ら
利

用
可
)

※
花
火
大
会
が
延
期
の
場
合
は
、

開
催
日
が
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

圃

ア
ピ
ス
タ
宮
7
1
8
2
・
。

5
1
1
 

側三織j鱗惣謀議にマーク
今回の広報から、「あぴこ実言Jの学習事業には、事
業名の前に「臼 」マークが付きます。

(例) 包健康づくりうんどう教室

てしざめを現実のム、A 社jレクイサ
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ち

ザコ

く

り

の

主

「
地
区
計
画
」
制
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
l
ル
を
地
区
レ
ベ

ル
の
小
さ
な
単
位
で
定
め
る
こ
と
が
可
能
な
制
度
で
、
皆
さ
ん
に

最
も
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
法
の
一
つ
で
す
。
こ
こ
で
は
、
地

区
計
画
制
度
の
概
要
と
地
区
計
画
の
案
の
申
出
方
法
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-ー-t1 怠
手賀沼写真コンクール
入選作品決まる
8月6日から 19日まで

アビスタ!こ展示

第1122号

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
が

主
催
す
る
「
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
審
査
会
が
、

7
月
6
日
に
行

わ
れ
、
応
募
総
数
3
3
0点
の
中
か

ら
、
山
下
要
さ
ん
(
古
戸
)
の
作
品

「
か
わ
た
れ
時
」
(
写
真
)
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
区
計
画
制
度

「
地
区
計
画
」
は
、
町
丁

目
や
街
区
単
位
と
い
っ
た
小

さ
な
ま
と
ま
り
で
都
市
計
画

を
定
め
、
そ
の
地
区
だ
け
の

ま
ち
づ
く
り
を
可
能
に
す
る

制
度
で
す
。

市
の
都
市
計
画
に
は
、
建

物
の
種
類
を
制
限
す
る
用
途

地
域
と
い
う
制
度
や
、
建
物

の
大
き
さ
を
制
限
す
る
建
ベ

い
率
・
容
積
率
の
制
度
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ル
1
ル
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
れ
も
市
全
体
を

眺
め
た
も
の
で
、
そ
の
ル
1

そ
の
ほ
か
の
貨
の
入
選
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

*
優
秀
賞
大
山
明
(
柏
市
)
、
河

野
吉
久
(
守
谷
市
)
、
富
田
順
二
(
船

橋
市
)

*
入
賞

遠
藤
哲
夫
(
高
野
山
)
、

大
野
陽
子
(
天
王
台
)
、
東
郷
美
砂

は

あ

な

ル
作
り
は
全
国
共
通
で
す
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
が
住
み
、
働
き
、

憩
う
「
ま
ち
」
は
、
本
来
も
っ
と
身

近
な
地
区
単
位
で
の
ま
と
ま
り
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
よ
っ
て
、

成
り
立
ち
も
、
め
ざ
す
将
来
の
ま
ち

の
姿
も
一
つ
一
つ
異
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
計
画
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
区
の
皆
さ
ん
が
め
ざ
す
将
来
像
や
、

特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

地
区
計
画
の
効
果

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
を
見

回
し
て
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
「
こ
の
ご
ろ
、
家
の
周
り

の
土
地
が
新
た
に
開
発
さ
れ
て
、
小

さ
な
敷
地
や
住
宅
が
増
え
た
感
じ
が

す
る
」
「
以
前
に
は
無
か
っ
た
ア
パ
ー

ト
や
高
層
の
住
宅
が
建
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ

と
で
す
。

地
区
計
画
で
は
、
例
え
ば
次
の
よ

子
(
湖
北
台
)
、
堀
井
貞
彦
(
脅

山
台
)
、
三
町
勲
(
高
野
山
)
、
校

保
健
(
我
孫
子
)
、
岩
津
龍
彦
(
流

山
市
)
、
小
林
精
一
(
柏
市
)
、
田

中
和
子
(
柏
市
)
、
手
塚
公
彦
(
市

川
市
)
、
並
木
良
枝
(
柏
市
)

入
選
作
品
を
ア
ビ
ス
タ
巴
展
示

入
選
作
品
を
ア
ピ
ス
タ
1
階
ス

ト
リ
ー
ト
に
展
示
し
ま
す
。
手
賀

沼
の
美
し
い
自
然
や
、
手
賀
沼
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
ら
え
た
、

素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
時

8
月
6
日
幽
か
ら
凶
日
同

午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
(
四
日

は
4
時
却
分
ま
で
)

圃

手

賀
沼
謀
・
内
線
4
6
7

た

で

す

う
な
ル
1
ル
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
な

み
を
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
建
て
ら
れ
る
建
物
用
途
の
制
限

②
建
物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
制
限
(
敷

地
内
の
空
間
の
確
保
と
、
ゆ
と
り
の

創
出
)

③
建
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
を

規
定
(
小
さ
な
敷
地
の
発
生
と
居
住

環
境
の
悪
化
を
防
止
)

④
建
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
を
規
定

(
統
一
感
の
あ
る
ま
ち
な
み
を
形
成
)

⑤
建
物
の
色
や
仕
上
げ
、
形
な
ど
を

規
定
(
調
和
し
た
ま
ち
な
み
を
形
成
)

現
在
5
つ
の
地
区
が
制
度
を
利
用

市
内
で
は
、
地
区
計
画
制
度
を
利

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
現
在
5
つ
の

地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
く

し
野
北
、
つ
く
し
野
西
、
つ
く
し
野

5
丁
目
、
新
木
駅
南
側
、
高
野
山
宮

V地区計画のルールの例
屋根Ilどの形波音 建物の肩書を
定めることグで書ます 定めることがで曹ます

脇
の
各
地
区
で
す
。

市
は
今
後
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
し
、
地
区
の
特
性
を
生
か
す
、
地

区
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
市
内
に
は
、
昭
和

ω年
代
に

宅
地
開
発
さ
れ
た
大
規
模
で
良
好
な

住
宅
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。
既
成
の

良
好
な
ま
ち
な
み
を
維
持
・
保
全
す

る
た
め
に
も
地
区
計
画
の
活
用
は
有

効
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
活

用
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
区
計
画
の
市
民
講
座
を
開
催

ま
ち
*
つ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

地
区
計
画
制
度
を
も
っ
と
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
区
計
画

の
市
民
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
題
し
、
モ
デ
ル
地
区
を

も
と
に
、
実
際
に
地
区
計
画
を
作

り
ま
す
。

日
時
・
内
容
下
表
参
照

場
所
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

対
象
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
全
日
程
出
席
で
き
る
方

客

員

先
着
目
人

(
5
・
6
人
程

度
の
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
も
可
)

申
し
込
み
・
圃
電
話
で
8
月
2

日
午
前
8
時
却
分
か
ら
都
市
計
画

課
・
内
5
7
4
へ

日 程 内 円官相苛

① 9月18日出 まちづくりとは?(都市計画の概要)
① 10月2日出 身近なまちづくり(地区計画の概要)
@ 10月16日出 まちなみ探検1(地区計画の視察)
@ 10月30日出 まちなみ探検H(モデル地区検証)
@ 11月13日出 どんなまちにしたい?(地区計画を考案)
@ 11月27日出 こんなまちができたら!(地区計画の完成)

※時間は①叡ID@は9:15--11:15、①は8: 30 --12 : 15、
@は9: 15 --11 : 45。

I.:! 

一一---i十一
壁面の位置の制限
(1 m後退など)

案
の
作
成
・
申
出
が
可
能
に

こ
れ
ま
で
の
地
区
計
画
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
や
要
望
を
受
け
て
市

が
案
を
作
成
し
た
り
、
市
が
提
案
を

行
っ
た
り
し
て
、
地
区
の
皆
さ
ん
の

同
意
を
得
て
定
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
民
自
ら
が
地
区
計
画
の
案
を
作
成

す
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
市
に
申
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
市
は
「
我
孫
子
市
地
区

計
画
等
の
手
続
に
関
す
る
条
例
」
を

改
正
し
、
皆
さ
ん
が
、
そ
の
地
区
な

ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

区
計
画
の
案
の
作
成
・
申
出
を
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

申
出
で
き
る
区
域
は
、
お
お
む
ね

5
0
0
o
d以
上
の
ま
と
ま
っ
た
区

域
で
、
申
出
で
き
る
方
は
、
自
治
会
、

そ
の
地
区
の
住
民
や
権
利
者
な
ど
で

作
ら
れ
た
団
体
、
開
発
を
行
、
ヱ
刀
の

三
者
で
す
。
地
区
計
画
を
新
た
に
定

め
た
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
既
に

地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
区

の
方
が
、
計
画
を
変
更
し
た
い
と
い

う
申
出
も
で
き
ま
す
。

市
は
、
皆
さ
ん
が
申
出
を
し
や
す

い
よ
う
に
、
申
出
を
行
お
う
と
す
る

方
に
、
案
の
内
容
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
の
助
言
や
、
合
意
形
成
に
向

け
て
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
4 工作物め蹟置の制限

まちづくり支付金を活用して富野山まちづくりを
都市再生整備計画に基づいて実施する事業に受

付されます。計画にまちづくりの目標とその達

成状況を評価する指標を設定し、計画期間終了

後に評価し、公表することが大きな特徴です。

高野山まちづくりでは、「住む人に安，j)とゆと

りをもたらす快適な住環境の創出Jを目標とし、
事業の効果に対する住民評価など4つの指標を

設定しました。市は目標の達成に向けて、事業

を計画的に推進し、その進捗状況と計画期間終

了後の事後評価を広報あぴこでお知らせします。

※我孫子市都市再生整備計画(高野山東地区)

は市のホームページでご覧になれます。

園都市計画課・内線577

高野山地区は、昭和45年に区画整理を前提

に市街化区域に編入しましたが、区画整理が実

現されず、都市基盤が未整備な地区となってい

ます。そのため、市では、道路、公園などを計

画的に整備し、地区計画を活用した良好なまち

づくりを進めることにしています。

この、市が進めている高野山まちづくりが、

平成16年度に国が創設した「まちづくり受付金J
の受付事業として採択されました。実付期間は

16年度から20年度までの5年間です。

この突付金は、地域の特性を活かした個性あ

ふれるまちづくりを実施し、地域住民の生活の

質の向上を図ることを目的とし、市が作成した

手賀沼公園のポアヲを伐採
倒れる危険があるため、やむなく

手賀沼公園のポプラは昭和 する予定です。

40年に植えられ昭和62年に 手賀沼公園のシンボルである

19本あったものが台風などで倒 ポプラですが、今回の措置にご

れ、現在は7本になっています。 理解をお願いします。

平成15年2月「ポプラ健全 なお、伐採後は水辺・風・病

度調査」を行い、 10月には市 害虫に強く、公園のシンボル性

民の皆さんを対象に現地現況報 も考慮して、メタセコイアを植

告会を開催しました。 える予定です。

この結果「倒れる危険がある 固公園緑地課・内線544

ため、公園内の樹木としての安 ※伐採したポプラをお譲りしま

全性を考えると、伐採せざるを す(運搬費用などは譲られた方

得ないJという結論になり、 8 の自己負担)。希望者は事前に
月23日から28日の聞に伐採 公園鰻地謀にご連絡ください。

市役所の電話番号ft7185・1111 市のホームページhttp://www.citY.abiko.chiba.jp。は市が主催・共催する生涯学習事業を体系化した「あぴこ楽校jの事業です。
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交通災害共済!こ

加入しましよう

~ -
市
で
は
、
芦
通
事
故
被
害
者
を
救

済
す
る
た
め
、
千
葉
県
市
町
村
宗
通

災
害
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
に
任
意
で

加
入
し
て
い
た
だ
き
、
被
害
者
を
救

済
す
る
た
め
の
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

対
象

9
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い

.. 
ti 

る
方
と
そ
の
扶
養
者

年
会
費

1
人
7
0
0
円

共
済
期
間

9
月
1
日
か
ら
1
年
間

対
象
と
な
る
事
故

自
動
車
・
オ
ー

ト
バ
イ
・
自
転
車
を
運
転
中
の
事
故
、

歩
行
中
の
事
故
(
人
身
事
故
の
み
)

共
済
見
舞
金

*
死
亡
:・
1
5
0
万

円

*
傷
蓄
:・
2
万
円
か
ら
田
万
円

*
身
体
障
害

(
1
級
ま
た
は
2
級
障

害
)
:・
傷
害
見
舞
金
の
ほ
か
に
回
万

円
*
求
通
遺
児
:
遺
児
1
人
に
つ

き
叩
万
円

申
し
込
み

年
会
費
を
持
参
し
、

8

月
日
日
か
ら
担
固
ま
で
に
交
通
整
備

課
へ
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

。
支
所
で
の
出
張
受
け
付
け

つ
く
し
野
支
所
:・げ
日

ω
湖
北
台

支
所
:・回
日
制
湖
北
支
所
:・四
日

同
布
佐
支
所
:・初
日
働

時
間

午
前
9
時
か
ら
日
時
加
分
、

午
後
1
時
か
ら
4
時

圃

交
通
整
備
課
・
内
線
3
3
0

怠

回

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業

タ
シ
ス
の
詣

「
ス
ト
リ
ー
ト
タ
シ
ス
」

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
体
験
し
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
振
付
を
担
率
一

し
た
大
西
裕
貴
子
さ
ん
の
指
導
で
、

気
持
ち
よ
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

講
師
た
ち
に
よ
る
、
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
の
シ
ョ
l
タ
イ
ム
も
あ
り
ま

す
。
保
護
者
の
見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時

8
月
辺
日
側
午
前
日
時
却
分

か
ら
正
午
:
・
小
学
生
、
午
後
2
時
か

ら
3
時
却
分
:・
中
学
生
・
高
校
生

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

対
象
・
客
員
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
ダ
ン
ス
初
心
者
の
小

学
生

ω人
、
中
学
生
・
高
校
生

ω人

(
応
募
者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費
無
料

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
「
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
」、

住
所
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

E
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
(
あ
る
方
の
み
)
を
明

記
し
、

8
月
日
日
必
着
で
〒
2
7
0

1
1
1
6
6
我
孫
子
1
6
8
4
教
育

委
員
会
文
化
課
m
7
1
8
2
・
5
8

6
7
E
メ
1
ル
σ
ロロ片
ω
@巳
件
可
・

巳
uFW0・
n
y
F
2匂へ

主
催

我
孫
子
市
文
化
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
行
委
員
会

圃

教
育
委
員
会
文
化
謀
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

谷
津
ミ
コ
ー
ラ
タ
ふ
で

遊
ぽ
一
つ
1
探
を
一
つ

g
見
つ
け
よ
う
1

日
時

8
月
勾
日
制
・
お
日
開
午
前

9
時
却
分
か
ら
日
時

集
会
場
所
中
央
学
院
高
校
入
口
時

計
前
活
動
場
所

開
発
戸
・
都
部
谷
津
ミ

ュ
l
ジ
ア
ム

内
容

谷
津
の
お
話
と
自
然
観
察
、

ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
、
ネ
l
チ
ャ
l
ゲ
ー

ム
、
谷
津
の
声
を
聞
こ
う

回詩吟の広場
A
ご
っ

おなかの底か

声を出そ

漢
詩
や
和
歌
に
節
を
つ
け
て
う
た

う

「
詩
吟
」
。
江
戸
時
代
後
期
バ
唱

こ
り
、
明
治
時
代
に
は
剣
舞
や
琵
琶

歌
と
結
び
つ
き
発
達
し
ま
し
た
。

詩
吟
の
歴
史
や
心
に
触
れ
、
う
た

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

*
基
礎
編
:・
9
月
四
日
・
お

対
象
・
定
a
貝
原
則
と
し
て
2
日
間

参
加
で
き
る
小
・
中
学
生
(
親
子
で

の
参
加
も
可
)
、
初
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費
無
料

持
参

タ
オ
ル
、
水
筒
、
帽
子
、
筆

記
用
具
、
色
鉛
筆
、
バ
イ
ン
ダ
ー

(
持
っ
て
い
る
方
)

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に

「谷
津

ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」、

住
所
、
氏
名
、

学
年
(
年
齢
)
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

8
月
9
日
必
着
で
一
T
2
7
O
I
l
l

4
7
若
松
お
の
4
我
孫
子
地
区
公
民

館
へ
主
催
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃

我
孫
子
地
区
公
民
館
8
7
1
8

2
・
0
5
1
1

目
、
叩
月
2
日

*
実
践
編
:・叩
月

9
日
・
日
日
・
お
日
(
い
ず
れ
も
土

曜
日
、
午
後
1
時
か
ら
2
時
却
分
)

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

指
導

日
本
吟
道
学
院
我
孫
子
吟
詠

会対
象
・
定
a
貝
原
則
と
し
て
全
日
程

参
加
で
き
る
小
学
校
4
年
生
か
ら
高

校
生
(
親
子
な
ど
で
の
参
加
も
可
)
、

犯
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費
無
料

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
1
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
「
詩
吟

の
広
場
」、

住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
、

E
メ
1
ル
ア
ド

レ
ス
(
あ
る
方
の
み
)
を
明
記
し
、

8
月
日
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
l

6
6
我
孫
子
1
6
8
4教
育
委
員
会

文
化
課
m
7
1
8
2
・
5
8
6
7
E

メ
l
ル

σロロ片
ω
@
2
q・
ω
E
W
0・

nEσ
ど
匂
へ

圃

教
育
委
員
会
文
化
課
8
7
1
8

5
・
1
6
0
1

者

祭
出演者を募集

齢
化
高
文

日
時
・
場
所
・
内
容
下
表
参
照

対
象

市
内
在
住
で

ω歳
以
上
の
方
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
参
加
部

門
、
種
別
、
題
目
、
囲
碁
・
将
棋
大

会
参
加
者
は
段
・
級
位
を
明
記
し
、

8
月
日
日
必
着
で
一
T
2
7
O
I
l
l

9
2市
役
所
介
護
支
援
謀
(
住
所
省

略
可
)
へ

※
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
各
会
長
に

申
し
込
み
。

圃

介
護
支
援
課
・
内
線
4
1
3

v高齢者文化祭
部門 日 時 場所 ・内容

9月8日同制9:00"'21:∞アビスタ…絵画 (10号以内)、書道、写真、作品展覧会 9日 9:∞"'16:∞俳手工芸(表(装ちぎりも絵の等)10号以内)、短歌・句 した など

囲碁・将棋大会 9月11日出9:ま)'" 老人福祉センター Iつつじ荘j
市民会館…舞踊、合唱、民謡、その他の

演芸大会 9月18日出9:ぬ~ 演ケ芸出演(不合可唱)は発3表人時以間上はで1出組演4可分。以カ内ラオ

ま
た
我
孫
子
で
映
画
の
撮
影
を
し
た
い

市
内
出
身
・
在
住
の
川
本
さ
ん
主
演
映
画
「
ゐ
舎
や
」
が
完
成

我
孫
子
、
柏
、
流
山
、
沼
南
を
中

心
に
撮
影
さ
れ
た
映
画

「
C
H
A
R

O
N

カ
ロ
ン
」
(
高
橋
玄
監
督
)

が
完
成
し
ま
し
た
。
主
演
俳
優
で
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
一
人
、
川
本
淳

市
さ
ん

写
真
左
)
が
我
孫
子
出
身

・
在
住
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地

域
で
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
プ
ロ
が
作
っ
た
自
主

あ

び
....， 
ιー

映
画
で
、
そ
の
内
容
は
、
多
重
生
活

を
送
る
女
性
「
カ
ロ
ン
」
の
心
の
閣

を、

2
人
の
男
が
旅
を
し
な
が
ら
突

き
止
め
て
い
く
と
い
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン

.
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。

5
月
に
は
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に

出
品
さ
れ
、
今
後
も
国
内
外
の
映
画

祭
に
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
地
元
で
映
画
を
撮
る
こ
と
、
世

界
に
発
信
で
き
る
映
画
を
作
る
こ
と
。

二
つ
の
夢
が
同
時
に
か
な
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ま
た
我
孫
子
で
映
画
の
撮
影

を
し
た
い
」
と
川
本
さ
ん
。
こ
の
映

画
を
機
に
立
ち
上
が
っ
た

「あ
ぴ
こ

映
画
ι易
船
」
の
一
員
と
し
て
、
映

画
撮
影
の
誘
致
な
ど
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

あ

れ

....， 
ιー

れ

スポー汐活動で関東六会ゆ
全国六会、の出場者l乙凶成金
市では、スポーツ活動で 万円(原則として1年度に
関東大会や全国大会に出場 っき1競技1大会)

する選手を支援することを 申請方法大会終了後次の

目的に、助成金を受付します。書類を体育課に持参①予選

対象市内在住・在勤・在 と全国大会等の要項と大会

学の個人または市内に所在 結果が分かるもの①全国大

する事業所・学校等に属す 会等の出場推薦書と工ン卜

るクラブその他の団体で、 リー表または出場申込書①

我孫子市、千葉県または日 決算書④印鑑@振込先の分

本の代表として、全国大会 かるもの(申請者と違う場

等に出場する方 合は健康保険証か住民票)

目成額関東大会… 1入国教育委員会体育課8
5000円全国大会..1人17187・7555

雨ー水抑制ー施設ーの
設置費用ーを 補一助
市では、雨水の貯留や地下への浸透など、雨水の流出

を抑制する効果のある施設を設置する方に補助金を突付

します。

対象市内に所有する300ni未満の敷地に建てられた
家匡、庖舗などに①浸透ます①浸透卜レンチ(設置する

長さが1m以上)①雨水貯留槽(貯留霊150e以上)
のいずれかを年度内に設置する方(①、①は地形や地質

により補助金の斐付対象外となる区域があります)

補曲額設置に要した額(1000円未満切り捨て)で、
1施設につき3万円、 2施設以上の場合は5万円を限度
※申請方法や対象外となる区域なと詳しくは治水諜・

内線557へお問い合わせください。

ごみの行方確かめてみまぜんか

回ー自体験事車
日時・場所 8月23日開.24日仰のいず
れか1目、午前8時30分から午後3時(雨
天の場合は翌週に延期)、クリーンセンター

内容 ごみの収集、施設見学、座談会(ご

みと資源について)

※昼食は主催者が用意。

対象 13歳以上の方 (18歳未満の方は保
護者の承諾が必要)

定員名目10人(鴎者多数の場合は抽選)
参加費無料

申しJllみ・固 電話で8月10日までに
クリーンセンターo7187-0015ヘ

ζ剃簡(f;eぃ 防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳合7185-5000テレホンガイド ・声の便利帳ft7185・5000
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備
部

黒
はタ

市 1
置法
性主ま
と景
画U 判官

事邑
で付
てき
主君
百の
t草

'j;、

欄市
外や
の官
..J: :bo 

う庁
4こ σコ
省主
略催. . 
て共
い催
まで
すす

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

.... 
司.

、、、

ュ

l

ズ

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日

8
月
幻
自
国
凶
時
開
演

所

湖
北
地
区
公
民
館

出

女
声
合
唱
団
ミ
ュ
ー
ズ
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
レ
オ
l
ネ

内

は

た
お
り
む
し
、
サ
ン
タ
・
ル

チ
ア
、
風
の
子
守
歌
ほ
か

費

3
0
0
円
(
全
席
自
由
)

圃

小

林
宮
7
1
4
9
・
3
6
6
2

岩
崎
佳
子
ト
リ
オ

B
o
s
s
a

N
o
v
a
&
J
a
z
z
N
i
g
h
t
 

t1 
日

8
月
比
日
回
目
時
開
槙

所

平
和
台
病
院
5
階
レ
ス
ト
ラ
ン

「
イ
マ
ジ
ン
」
(
寧
イ
ス
で
の
入
場
可
)

出

岩
崎
佳
子
(
ピ
ア
ノ
)
、
稲
葉

国
光
(
ベ

l
ス
)
、
鹿
靖
(
ギ
タ
l
)

内

ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・
ジ

ヨ
ピ
ン
の
作
品
ほ
か

費

予

約

3
0
0
0
円
、
当
日
3
5

0
0
円
(
食
事
、
飲
み
物
、
デ
ザ
ー

ト
付
き
)

予
約
電
話
番

号

宮

7
1
8
9
・
5

1
5
7
、
宮
7
1
8
9
・
1
2
6
7

圃

医
療
法
人
社
団
創
造
会
法
人
事

務
局
宮
7
1
8
9
・
1
2
6
7

久
宣
車
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
論
会

み

ん

な

の

夏

ま

つ

り

日
・
所

8
月
8
日
側
凶
時

i
m時、

久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
雨
天
実
施
)

内

凶

時
i
口
時
:・
昔
あ
そ
び
、
ゲ

ー
ム
、
流
し
そ
う
め
ん
口
時

sm

時
:・
子
ど
も
太
鼓
、
盆
踊
り

圃

久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

ヴ

'
Q
d
・
唱
ム

1
4
F
O
F
O

怠第 1122号

日
・・・
日
時

所
・・・場所

参

加

て

み
ま
ぜ
ん
か

お
や
こ
野
外
教
室
・

デ

イ

キ

ャ

ン

フ

日

8
月
辺
日
冊
目
時

s
m時

所
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
1

団
新
野
営
場
(
五
本
松
公
園
近
く
)

〈小
雨
実
施
〉

※
我
孫
子
駅
北
口
・
東
我
孫
子
駅
南

口
か
ら
送
迎
あ
り
(
各
駅
叩
時
発
)
。

内

野
外
料
理
、
ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
ほ
か

対

ひ
と
り
親
の
親
子
(
小
学
校
3

年
生
以
上
は
1
人
で
の
参
加
も
可
)

持

タ
オ
ル
、
水
筒
、
軍
手

※
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
(
サ
ン
ダ
ル
は
不
可
)
。

費

1
人
3
0
0
円
(
食
事
代
)

申
・
圃

電
話
で
8
月
2
日
8
時
加

分
i
u日
刀
時
に
社
会
福
祉
協
議
会

宮

7
1
8
4
・
1
5
3
9

我
孫
子
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー

歴

史

講

演

会

日

8
月
日
日
制
H
時
S
M時

所
市
民
会
館

内

「
常
総
を
旅
し
た
女
た
ち
」
講

師
:・
柴
桂
子
さ
ん
(
桂
文
庫
主
宰
)

費

無

料

圃

品
田
宮
7
1
8
2
・
1
8
6
1

出
・:
出
席
者
・

出
演
者

対
・
:
対
象
・

{答
員

天
王
台
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

日

8
月
幻
自
国
U
時
却
分

i
m時

初
分
(
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
)

所

天
王
台
駅
北
口
(
旭
土
地
不
動

産
5
ビ
ッ
グ
A
手
前
)

※
実
行
委
員
会
で
は
、

①
術
院
の
担

ぎ
手

(
1
0
0
人)、

②
盆
踊
り
の

踊
り
手

(
5
0
0
人
)
、
③
運
営
協

力
者
(
印
人
)
、

④
夜
庖
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
庖
者
を
募
集
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
電
話
で
①
②
③
は

塚
本
宮
7
1
8
2
・
2
2
8
6
、
④

は
問
中
宮
7
1
8
5
・
1
0
1
0
へ。

圃

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7

1
8
2
・
9
9
8
8

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
議
会

湖

北

台

夏

ま

つ

り

日
・
所

8
月
勾
日
岡
山
時
S
M時、

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
雨
天
実
施
)

内

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
、

ロ
ッ
ク
ソ
l
ラ
ン
、
流
し
そ
う
め
ん
、

模
擬
庖
(
金
魚
す
く
い
、
か
き
氷
、

や
き
と
り
、
生
ビ
ー
ル
ほ
か
)
、
輪

投
げ
で
買
い
物
遊
ぴ
ほ
か

圃

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
7
・
1
1
2
2

新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ふ
れ
あ
い
サ
マ
l
フ
ェ
ス
タ
川
あ
ら
き

日
・
所

8
月
8
日
冊
①
H
時
却
分

i
m時
、
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

②

日
時

s
m時
mw
分
、
新
木
小
学
校
校

庭
(
雨
天
時
は
近
隣
セ
ン
タ
ー
館
内
)

内

①
ピ
デ
オ
上
映

「
ハ
リ
l
ボ
ツ

だ

し

タ
1
と
秘
密
の
部
屋
」、

山
車
を
引

い
て
み
よ
う
!
、

⑦
盃
踊
り
、
ロ
ツ

ひ
び
き

ク
ソ
1
ラ
ン
、
御
響
太
鼓
、
模
擬
庖

圃

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

8
・
2
0
1
0

内
・・・内容

種
・
:
種
目

布
佐
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鵠
会

サ
マ
I
フ
レ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日

8
月
辺
日
冊
目
時
i
目
時

所

布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

日

時
i
四
時
:・
各
種
遊
び
と
体

験
、
模
擬
庖
口
時
i
四
時
・:
盆
踊

り
、
演
芸
ほ
か

圃

布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
9
・
3
7
4
0

膏
空
共
同
保
育
の
会
言
ん
ぐ
り
」

写

真

展
「
泣
年
の
記
録
」

日
・
所

8
月
口
日

ω
i
n日
開
叩

時

s
m時
(
お
日
は
同
時
ま
で
)
、

柏
そ
ご
う
8
階
連
絡
通
路
催
事
場

圃

田
村
宮
7
1
3
4
・
7
3
6
2

し
持
・
:
持
参

湖

北

座

会

創
立
辺
周
年
記
念
講
演
会

日
・
所

8
月
8
日
冊
目
時
湖
北
地

区
公
民
館
前
集
合
(
参
加
無
料
)

内

日

時
i
u時
却
分
:・
湖
北
小
学

校
郷
土
資
料
館
見
学
日
時
加
分
1

日
時
:
・
講
演
「
民
具
か
ら
学
ぶ
」
講

師
:・小
川
浩
さ
ん
(
日
本
風
俗
史
学

会
常
任
理
事
、
昭
和
女
子
大
学
講
師
)

※
講
演
は
湖
北
地
区
公
民
館
で
実
施
。

圃

藤
掛
宮
7
1
8
8
・
2
5
7
6

万

葉

集

講

座

筑
波
山
と
高
橋
虫
麻
呂

田

9
月
刊
日
働
U
時
S
M時

所

市
民
プ
ラ
ザ

講
師
針
原
孝
之
さ
ん
(
文
学
博
士
、

二
松
学
舎
大
学
副
学
長
)

費

1
0
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

申
・
圃

電
話
で
東
海
林
宮
7
1
8

2
・
1
8
2
8

す
ず
の
木
ハ
ン
ド
ベ
ル

体

験

教

室

日
・
所

①
8
月
日
日
制
叩
時

s
u

時、

②
口
日

ω叩
時

i
u時、
③
四

日
同
M
時
S
M時
、
鈴
木
音
楽
教
室

(
湖
北
台
3
の
叩
の
げ
)

対

各
回
先
着
却
人
程
度

費

1
回
1
0
0
0
円
(
教
材
費
)

申
・
圃

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
連
絡
先
、

希
望
日
を
明
示
し
、
鈴
木
8
7
1
8

8
・
7
1
4
8
m
7
1
8
7
・
5
0

1
8
E
メ
1
ル
印
『

σ
@閃
自
己
一

同

u-
ω-ω
・
。
円
・
』
同
U

我
孫
子
理
容
組
合
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

カ

ラ

オ

ケ

&

文

化

祭

日
・
所

9
月
7
日

ω日
時
開
演
、

湖
北
地
区
公
民
館
(
入
場
無
料
)

出
場
申
し
込
み

8
月
刊
固
ま
で
に

参
加
費
2
0
0
0
円
(
昼
食
代
含
む
)

を
持
参
の
、
?
ぇ
、
理
容
組
合
加
盟
庖

(「子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」
の
看
板

の
あ
る
庖
)
へ

※
出
場
者
全
員
に
当
た
る
お
楽
し
み

抽
選
会
あ
り
。

圃

原
田
宮
7
1
8
4
・
6
0
9
3

-R・:費用
申
・・・
申
し
込
み

夏

休

み

子

ど

も

卜
l
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
会

日
・
所

8
月
お
日
同
日
時
却
分
1

日
時
加
分
、
我
孫
子
郵
便
局
1
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
l
ム
(
天
王
台
)

内

コ

ル
ク
ボ
1
ド
や
星
形
プ
ッ
シ

ュ
ピ
ン
へ
の
色
付
け

対

小

学
生
、
先
着
ロ
人

(
2
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
)

費

1
5
0
0
円

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
安
尾

宮
附

7
1
6
9
・
7
7
2
8

星

9b 
ニ巳

散

日
・
所

①
8
月
四
日
同
日
時

1
日

時
、
手
賀
沼
親
水
広
場

「水
の
館
」

②
8
月
初
日
働
時
時
初
分

i
m時
初

分
、
五
本
松
運
動
広
場

内

①
お
手
軽
マ
イ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
製
作

②
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ

対

両
日
参
加
で
き
る
小
学
校
3
年

生
1
6
年
生
、
初
人
(
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

※
②
は
家
族
も
参
加
可
(
無
料
)。

費

5
0
0
円

(
2
日
分
)

申

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
学
年
を
明
記
し
、

8
月
8

固
ま
で
に
N
P
O法
人
あ
ぴ
こ
子
ど

も
劇
場
開
7
1
8
8
・
9
0
7
8

圃

同
劇
場
宮
7
1
8
8
・
9
0
7

8
 オ

ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

相 談 名 日 時 場 所 問い合わせ
3日例、5日側、10日閥、12日側、17日胤市民相談室

秘書課
法律相談 19日閥、24日制 9:30 '" 15:30 I (本庁2陪)

※予約は8月2日(月)8時30分から電話で秘書課ヘ 内線269

県民無料法律相談 6日倒 13:00 '" 16:00 束事飾県民セント 東葛飾県民セペ
(民事) ※予約は8月2日(月)9時から電話で右記へ gω7・365・3008

税務相談
20日制 1 0:00 '" 1 5:00収税課
※予約は8月16日(月)8時30分から電話で収税課ヘ 内線341

人権相談 26日同 1 0:00 '" 1 5:00 酬館2階梱議室 生活支援課|
行政相談 26日同 1 0:00 '" 12:00 

市民相談室
秘書課|

不動産相談
都市計画課 l

住宅相談
今月はお休みです。

消費量D舌センター
交通事故相談 9日伺) 1 0:00 '" 15:00 交通整備課 交通整備課|
心の相談 5日同 1 3:30 '" 1 5:30 福祉総合相談室 福祉総合相談室
4カ月児相談 3日・10日附 9:00'"9:50受付

保健センター 保健センター
育児相談 18日嗣 9:15'" 1 0:00受付 ft 7187.1131 
療育相談

26日同 13:00'" 14:00受付
来熟児等発達相談 相健康福祉
アルコール悩みごと相談 2日・ 16日(月)14:00'" 16:00 柏健康福祉 センター
心の健康相談 6日樹、9日冊、18日恥23日開14加"'16加 センター (相保健所)
女性のための僅康相談 今月はお休みです。

(相保健所)
ft 7167・1255

不妊相談 12日同 1 3:00 '" 1 5:00 

健康相談
6日幽 1 0:00'" 11 :15 つつじ荘 つつじ荘 |
13日制 1 0:00'" 11 :15 酉部蹴セント 西部福祉センター|

健康生きがいづくり相談 月~金曜日 9:00 '" 1 5:00 
社会福祉協議会

2日・16日・30日(月)9:00 '" 15:00 
心配ごと相談 9日伺) 9:00 '" 15:00 保健センター

社会福祉協議会

23日伺) 9:00 '" 15:00 布佐市民センター
ft 7184・1539

結婚相談 1日(日) 10:00 '" 14:00 社会福祉協議会

※相鼓名が色付きのものは予約制です。

歩

議担@
 
周e' 

O
I
l
-
-
4
新
木
野
3
の
U
の
3

あ
ぴ
こ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

菅
山
純
子
問
7
1
8
7
・
2
4
3
1

圃

脅
山
宮
7
1
8
7
・
2
4
3
1

小
中
高
生
囲
碁
教
室

日
・
所

毎
月
第
1
・
3
土
曜
日
比

時
S
M即
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

小
学
校
4
年
生
i
高
校
生
、
当

日
先
着
却
人

費

無

料

圃

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
7
・
1
1
2
2

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
講
習
会

日
・
所

9
月
日
日
回
目
時
却
分
1

日
時
加
分
、
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘

公
園
緑
の
相
談
所
(
印
西
市
原
山
)

対

先
着
却
人

費

2
5
0
0
円
(
材
料
代
)

申
・
圃

電
話
で
8
月
5
日
目
時
か

ら
同
公
園
緑
の
相
談
所
宮
0
4
7
6

.
U
・
4
0
3
1

主
:
・
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

。夏休み「ふれあい工房体験フェスタJ
日時 8月1日但)1 0鴎'"15時
場所ふれあい工房(青山450番地)
内容竹細工、糸のこ、木工、 卜ールペインティング、ビーズあそび、布あ

そび、毛糸織り、裂き織り、布ぞうり、牛乳パックでハガキづくりほか
参加費無料
※当日車で来館する方は、 NEC駐車場をご利用ください。
※開催時間中は、一般の方は作業できません。

08リサイクル教室
教室名
布ぞうり作り教室
牛乳/'¥"Jクで
ハガキ作り教室

申し込み・圃 電話で月曜日を除く毎日9時から17時までにふれあい工房運営
協議会ft7186-5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセjレの場
合は必ずご連絡を。キャンセル侍ちの方は開催日の前日にご連絡ください)

市のホームページhttp://www.citY.abiko.chiba.jp市役所の電話番号ft7185・1111

日
・
所

8
月
お
日
出
お
時
湖
北
駅

改
札
口
集
合
、

mm
日
側
5
時
加
分
湖

北
台
中
央
公
園
解
散
(
小
雨
実
施
)

対

全
行
程
(
湖
北
駅
i
市
内
i
湖

北
台
中
央
公
園
の
約
n
M
)
を
歩
け

る
方
、
先
着
初
人
(
小
学
生
の
場
合
、

4
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、

5
・

6
年
生
は
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要
)

費

7
0
0
円
(
保
険
料
、
軽
食
代
)

申

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

8
月
日
日
必
着
で
〒
2
7

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

。 は市が主催・共催する生涯学習事業を体系化した「あぴこ楽校jの事業です。
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鳴
く
虫
と
ホ
タ
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

8
月
お
日
回
目
時

s
m時
印
分

所

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

内

ク
ロ
マ
ド
ボ
タ
ル
の
観
察
ほ
か

対

小
学
生
以
上
の
方
、
先
着

ω入

費

無

料

申
・
圃

電
話
で
8
月
5
日
9
時
か

ら
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
雪，
.1

9
1
・
1
9
2
3

日

~ -
二
重
川
の
自
然
観
察
会

カ

メ

の

調

査

日
・
所

8
月
お
日
出
ロ
時
県
立
白

井
高
校
(
白
井
市
池
の
上
1
の
8
の

1
)
集
合
、

mm
日
冊
目
時
解
散
予
定

(
1
泊
2
日
)
〈
小
雨
実
施
〉

ふ
た
え

内

二
重
川
(
白
井
市
)
周
辺
で
の

カ
メ
の
捕
獲
や
調
査
、
計
測
ほ
か

講
師
長
谷
川
雅
美
さ
ん
(
東
邦
大

学
)
、
鈴
木
恵
子
さ
ん
(
船
橋
ネ
イ

チ
ャ
1
ゲ
1
ム
の
会
)

対

両
日
参
加
で
き
る
小
学
校
4
年

生
i
中
学
生
、
先
着
却
人

費

1
8
0
0
円
(
宿
泊
・
食
事
代
)

主

N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
、

千
葉
県

申
・
圃

電
話
で
8
月
2
日
9
時
か

巳
よ
う
に
し

ら
上
西
宮
0
4
7
・
4
9
1
・
0
6

6
0
 

.. 
ti 怠

井二
JII;' 

友

稀

ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
2
カ
月
)

氷
ガ
大
路
き

-v。ママ
の
目
を

盗
ん
で
冷
漂
庫
へ
ダ
ッ
シ
ュ
!
い

定
ず
ら
の
後
は
二
ツ
コ
リ
笑
喝

ぼ
し
ゅ
う

市

職

貝

職
種
・
採
用
予
定
数
一

般
行
政
職

上
級
:・
2
人
、
一
般
行
政
職
女
性
:・

2
人
、
建
築
(
一
級
建
築
士

)
:
i

入
管
理
栄
養
士
:・
2
人
、
保
健
師

:・
3
入
、
保
育
士
:・
2
人
、
司
書
:・

1
入
、
消
防
士
:
・
3
人
(
救
急
救
命

士
資
格
取
得
者
を
含
む
)

受
付
期
間

8
月
2
日
S
U日
の
9

時
i
M時
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

受
験
手
続

自
筆
の
試
験
申
込
書

(
総
務
課
、
各
消
防
署
、
各
支
所
に

用
意
)
に
写
真
を
貼
仇
し
総
務
課
へ

※
郵
送
は
8
月
日
日
消
印
分
ま
で
。

一
次
試
験
の
日
・
所

9
月
四
日
側
、

白
山
中
学
校

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
総
務

課
・
内
線
2
3
2
へ
。
市
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

県

職

貝

職
種
一

般
行
政
(
初
級
)
、
市
町

村
立
学
校
事
務
初
級
、
保
育
士
、
栄

養
士
、
警
察
事
務
(
初
級
・
中
級
)

き
の
・
っ
ち

木
野
内

あ
ん杏

ち
ゃ
ん

(
新
木
野
・

1
歳
4
カ
月
)

献
と
踊
り
と
ト
マ
ト
ガ
大
路
き
。

お
し
ゃ
べ
り
も
少
し
で
き
る
よ
う

巴
怠
り
ま
し
定
。

再
存
期
間

8
月
2
日
5
日
日
の
9

時
i
u時
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

一
次
試
験
の
日
・
所

9
月
お
日
側
、

千
葉
大
学

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
千
葉

県
人
事
委
員
会
宮
0
4
3
・2
2
3
・

3
7
1
3
へ。

第
3
固
め
る
へ
ん
文
庫

創

作

童

話

作

品

募
集
作
品
夢
が
あ
ふ
れ
る
内
容
の

童
話
を
4
0
0字
詰
め
原
稿
用
紙
叩

枚
(
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は

A
4
判
の

用
紙
で
4
0
0
0
字
)
以
内

応
募
資
格
小
学
生
の
部
:
・
小
学
生

中
学
生
の
部
:・
中
学
生
高
校
生
の

部
・:
昭
和
臼
年
4
月
2
日
i
平
成
元

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

応
募
期
限

8
月
担
日

※
申
し
込
み
官
接
な
ど
詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8
5
・

1
6
0
1
へ。

我
孫
子
市
民
文
化
事
業
企
画

A
C
C
P
2
0
0
5
対
象
事
業

採
用
内
定
数

2
件
以
内
(
該
当
な

し
の
場
合
も
あ
り
)

募
集
内
容
芸
術
・
芸
能
文
化
分
野

の
発
表
や
展
示
の
企
画
で
、
今
ま
で

に
な
い
新
た
な
創
造
性
の
あ
る
も
の

事
業
実
施
時
期
平
成
口
年
4
月
1

日
i
四
年
3
月
担
日

事
業
予
算

1
0
0
万
円
以
内

※
申
し
込
み
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8
5
・

1
6
0
1
へ。

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
、

日
時
却
分
5
日
時
却
分
、
久
寺
家
近

隣
セ
ン
タ
ー

対

先
着
5
人
程
度
(
見
学
可
)

費

月

額

1
0
0
0
円

持

N
H
K
ラ
ジ
オ
テ
キ
ス
ト

「
レ

ツ
ツ
ス
ピ
ー
ク
」

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

「楽

し
い
英
会
話
」
・
金
田
宮
附
7
1
8

3
・
1
8
4
7

柏
市
美
術
展
出
品
作
品

対

話

歳
以
上
の
柏
市
近
郊
に
在
住

.
在
勤
・
在
学
の
方

規
格

絵
画
(
洋
画
、
日
本
画
、
水

彩
、
版
画
な
ど
)
:・

M
m
s
s
m号

費

1
5
0
0
円
(
1
人
2
点
ま
で
)

応
募
期
限
叩
月
日
日

展
示
の
日
・
所
日
月
口
日
制

i
n

日
開
叩
時

s
m時
(
口
日
は
日
時
か

ら
、
辺
日
は
四
時
ま
で
)
、
柏
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
柏
高
島
屋
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
モ
l
ル
8
階
)

※
応
募
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、
側
寺

〈
旬
ま
た

島
文
化
会
館
・
菓
俣
宮
7
1
6
7
・

6
1
5
3
へ。

お
し
ら
ぜ

水
道
使
用
開
始
な
ど
の
申
し
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
で
き
ま
す

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
申
し

込
み
は
、
こ
れ
ま
で
電
話
で
受
け
付

け
て
い
ま
し
た
が
、

8
月
1
日
か
ら

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
局
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
の
ア
ド
レ

ス
は
7
4打
仲
間

U
師一
¥
¥印
ゅ
の
己
吋
O
H
H
・7
印
-

W
仏
仏
ケ
ロ

0
・』同
U
¥
ω
σ
F
W
0

2
ヒ
仏
O
C
・』℃
¥
で
す
。

な
お
、
従
来
ど
お
り
電
話
で
申
し

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

圃

水
道
局
経
営
課
宮
7
1
8
4
・

0
1
1
4
 

節
水
に
ご
協
力
を

普
段
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水

は
、
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

夏
は
一
年
中
で
最
も
水
を
使
、
っ
季

節
。
水
を
上
手
に
ム
ダ
な
く
使
っ
て
、

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。
蛇
口
の
開
聞
は
こ
ま
め
に

。
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
や
掃
除
な

ど
に
再
利
用

。
洗
車
は
バ
ケ
ツ
洗
い
で

。
歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
の
水
で

@
食
器
は
た
め
水
洗
い
で

圃

北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
企
画

課
包
0
4
7
・
3
4
5
・
7
3
1
1

夏
の
夜
に
は
映
画
を
ど
う
ぞ

市
の
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

3

1
1点
の
時
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
と
、

4

5
5本
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

(
V
H
S
)

を
所
有
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
や
子
ど
も
会
な
ど
で
映
画
会

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
日
ミ
リ
映
写
機
を
操
作
す

る
た
め
に
は
、
日
ミ
リ
映
写
機
操
作

講
習
修
了
証
が
必
要
で
す
。

圃

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
2

我
孫
子
都
市
計
画
を
変
更

変
更
日
平
成
凶
年
7
月
日
日

内

我
孫
子
都
市
計
画
生
産
緑
地
地

区
・:
1
1
2
号
新
木
君
作
第
1
生
産

緑
地
地
区
の
一
部
廃
止
に
伴
、
つ
変
更

※
関
係
図
書
は
、
都
市
計
画
課
(
東

別
館
1
階
)
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

(
閉
庁
日
を
除
く
)

圃

都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
4

柏
市

ス
ト
リ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

日

8
月
8
日
冊
目
時

i
m時

所

柏
二
番
街
カ
フ
ェ
&
ラ
ン
チ
ナ

ル
シ
マ
前
特
設
ス
テ
ー
ジ

内

結
婚
に
か
か
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
披
露
と
結
婚
式
の
開
催

圃

柏
市
商
工
課
宮
7
1
6
7
・
1

8
月
叩
日
は
「
道
の
日
」

8
月
日
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。

ま
た
、

8
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
施
設
で
す
が
、
あ

ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、

そ
の
重
要
性
を
晃
過
ご
し
が
ち
で
す
。

道
路
を
守
る
の
は
一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
。
「
道
の
日
」
を
契
機
に
、

も
う
一
度
道
路
の
大
切
さ
を
見
直
し

て
み
た
い
も
の
で
す
。

圃

道
路
課
・
内
線
5
3
2

農

地

実

態

調

査

問
査
票
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

8
月
1
日
は
、
農
地
実
態
調
査
の

基
準
日
で
す
。
調
査
票
に
記
入
の
う

え
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
8
月
6

固
ま
で
に
ポ
ス
ト
に
投
献
し
て
く
だ

さ
い
。不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃

農
業
委
員
会
事
務
局
・
内
線
3

6
2
 

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
4
1
 

涜
山
市

流
山
花
火
大
会

日

8
月
幻
日
回
目
時
加
分

s
m時

(
雨
天
・
荒
天
時
は
お
日
に
延
期
)

所

流
山
1
5
3
丁
目
地
先
の
江
戸

川
堤
(
総
武
流
山
電
鉄

「流
山
駅
」、

「平
和
台
駅
」
下
車
徒
歩
5
分
)

内

約
3
5
0
0
発
の
花
火
の
打
ち

上
げ
ほ
か

※
当
日
は
会
場
周
辺
で
交
通
規
制
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
電
車
や
パ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圃

流
山
花
火
大
会
実
行
委
員
会
宮

7
1
5
8
・
6
1
1
4

荒天帽天強
風なe')(神止

曜日日 場 所 時 間
司

‘"同 .........._. .- 3 4 中峠亀 田 谷公園 13:20"'13:叩
場所 日 時 内 g |水 浅野谷 3号公園 14:10"'14:40 
市民図書館 12日・26日開10:40"'11:00手あそび、絵本の読み聞かせほかI 18 柴崎台北公園 15:00"'16:∞ 
図 パーパタイム(対象:4歳-9歳児) 5 森 の 公 園 13:20"'13:叩
場所 日 時 内 骨...... 木 新木北公園 14:10"'14:40 
市民図書館 5日・19日同 19 天王台東公園 15:00"'16:∞ 
湖北台分館 13日幽 16:00'" 16:30 素話、絵本の読み聞かせほか 6 根戸近隣センター 13:20"'13:叩

布佐分館 12日・26日開 金 久寺家あけぼの公園 14:15"'14:45 

vミニギヤフリー
20 つくし野4号公園東側入口 15:00"'16:∞ 

場所 作 品・ 作 者 展示期間 水
11 ケンタyキーフライドチキン駐車場 14:∞"'14:40 

折り紙色紙(3点HクレマチスJrヒマワリj
25 台 田 池尻公園 15:00"'16:∞ 

湖北台分館
「アサガオj…中村美佐、 高垣多与子 8月11日制 木

12 あびこショッピングプラザ前広場 14:∞"'15:∞ 
白山中学校裏門入口26 15:20"'16:∞ 

布佐分館 油「鵜ヲ絵か飼いJ(3…点伊)原「=日光東照宮Jr尾瀬水芭蕉j 9月12日(同 金 13 東屋敷公園 14:∞"'14:羽
27 つくし野4号公園東側入口 15:00"'16:∞ 

移動図書館そよかぜ号市民図書館ft7184-1110 
湖北台分館ft7187・3055図書館耀より市民プラザギャラリー

催し名・ 問い合わせ 日 時

第7回写遊量(ぽけ) 7月30日幽-4日附
アウトフォーカス写真展 10:00-19:00 
新井ft7188・2285 (4日は17時まで)

千葉県書作家連盟 7日出-11日制
第1回我孫子支部展 10:00 -17:00 
今村ft7183・0655 ( 11日は16時まで)

姉妹創作人形展 20日制-25日制
季節に遊ぷ人形たち 10:00 -17:00 
赤崎ft7188・3441 (20日は14時から)

「岡発戸・都部の谷津J28日出-31日例
写真展 10:00'" 19:∞(怨日14
市手賀沼課・内線464 時からギャラリーツアーあり)

入場無料

防災行政無線放送テレホンサービスft0120-031676 ファクスガイド ・ファクス便利帳合7185-5000テレホンガイド ・声の便利帳ft7185・5000ζ剃簡(f;eぃ
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結
婚
切
周
年
記
念
祝
賀
会

.... 
司.

市
で
は
、
結
婚
印
周
年
を
迎
え
ら

れ
た
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
、
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
す
。

日

程

日
月
日
日
制
(
開
催
時
間
は

後
日
通
知
)

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

内
容

記
念
写
真
撮
影
、
式
典
ほ
か

対
象

市
内
在
住
で
昭
和
泊
年
9
月

1
日
か
ら
初
年
8
月
白
日
ま
で
に
結

婚
し
た
夫
婦
(
こ
の
期
間
以
前
に
結

婚
し
た
夫
婦
で
も
、
昨
年
ま
で
の
祝

賀
会
に
参
加
し
て
い
な
い
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
す
)

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
夫
婦

の
氏
名
、
結
婚
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
8
月
初
日
必
着
で
一
T
2

7
0
1
1
1
9
2
市
役
所
介
護
支
援

謀
(
住
所
省
略
可
)
へ

圃

介
護
支
援
課
・
内
線
4
1
3

3
第
3
回
一
と
指
を
使
っ
て

E
老
化
防
些
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

日

時

9
月
初
日
、
叩
月
比
日
・
お

日
、
日
月
日
日
・
沼
田
、
ロ
月
9
日

の
い
ず
れ
も
木
曜
日
、
午
前
日
時
か

ら
正
午
(
ロ
月
9
日
は
午
後
1
時
ま

で
。
全
6
回
)

場
所
ア
ビ
ス
タ

対
象

市
内
在
住
の

ω歳
以
上
の
マ

ー
ジ
ャ
ン
未
経
験
者
で
、
全
日
程
参

加
で
き
る
方

定
員
初
人
(
応
募
者
名
薮
の
場
合

t1 怠第 1122号

追悼と平和を祈り黙とうを

8月15日は「戦没者を
追悼し平和を祈念する日」

です。また、 8月6日は広
島に、 9日は長崎に、原爆
が投下された日です。
それぞれの日には、戦没
者・原爆死没者の追悼と恒

久平和を祈り、黙とうをさ
さげましよう。
園生活支援謀・内線377

は
抽
選
)
〈
健
康
状
態
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
、
看
護
職
が
事
前
に
訪
問

し
ま
す
〉

参
加
費
1
3
0
0
円
(
お
茶
代
・

資
料
代
ほ
か
)
〈
6
回
分
〉

申
し
込
み

直
接
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に

「
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
」、

住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
8
月

四
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-
9
2

市
役
所
介
護
支
援
課
(
住
所
省
略
可
)

へ圃

同
課
宮
7
1
8
6
・
1
4
1
1

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
桜

日
時
・
場
所

8
月
四
日
同
午
後
1

時
初
分
か
ら
3
時
記
分
、
在
宅
企
護

支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
室
(
市
役
所
西

別
館
3
階
)
〈
予
約
制
)

内
容

専
門
医
師
に
よ
る
無
料
相
談

対
象

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
介
護
支
援

課
宮
7
1
8
6
・
1
4
1
1
へ

親
子
で
学
ぶ
手
話
講
座

日
時
・
場
所
8
月
比
日
出
午
後
1

時
却
分
か
ら
4
時
却
分
、
市
民
会
館

客
員
先
着
目
組

参
加
費
一
人
2
0
0
円

主
催
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
g
7
1
8
5
・
5
2
3
3
へ

心

の

輸

を

広

げ

る

体

験

作

文

募

集

障
害
の
あ
る
方
と
な
い
方
が
、
学

校
や
社
会
生
活
の
中
で
、
心
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
、
社
会
に
訴
え
た
い
こ
と
な

ど
の
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心

の
輪
i
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
広
げ
よ
う

S
(題
名
は
自
由
)

対

象

小

学
生
以
上
(
盲
学
校
、
聾

学
校
、
養
護
学
校
の
小
学
部
中
学

部
、
高
等
部
の
児
童
生
徒
を
含
む
)

応
募
規
定
*
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
・
一
般
市
民
の
3
部
門
(
作

品
は
未
発
表
の
も
の
1
編
)

*
4

0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
(
B
4
判
縦

書
き
)
を
使
い
、
小
・
中
学
生
は
2

枚
か
ら
4
枚
程
度
、
高
校
生
・
一
般

市
民
は
4
枚
か
ら
6
枚
程
度

表
彰

部
門
ご
と
に
、
最
優
秀
作
品

(
1
編
)
に
内
閣
総
理
大
臣
賞
と
後

援
団
体
か
ら
5
万
円
相
当
の
副
賞
、

優
秀
作
品
(
3
編
)
に
内
閣
官
房
長

官
賞
、
佳
作
作
品
(
5
編
)
に
記
念

品
を
贈
呈

※
最
優
秀
作
品
受
賞
者
は
、
ロ
月
9

日
の

「障
害
の
日
」
に
表
彰
。ふ
り
が
な

応
募
方
法
題
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
・

学
校
名
(
学
年
)
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
番
号
、
障
害
の
有
無
・
程
度
を
明

記
し
た
用
紙
を
応
募
作
品
に
添
付
し
、

9
月
8
日
必
着
で
〒
2
6
0
1
8

6

6
7
県
庁
障
害
福
祉
課
(
住
所
省
略

可
)
へ
郵
送
(
作
品
は
返
却
不
可
)

原鰻の日記念行事

日時 8月22日旧)午前10

閏
蝿所手賀沼公園内平和の

記念醇前(雨天実施)

内容献花、黙とう

固被爆者の会・ 山田2

7182・4405

所得状況届をお忘れ怠〈
「特別児童扶養手当Jの受給資格のある世帯に所得状況届の
届出蓄を郵送しますので、必要書類を添えて期隈内に提出し

てください。届け出がないと、8月分以降の手当が受けられ
なくなります。

提出期間 8月11日捌から9月10日倒午前8時30分から

午後5閏(土・日曜日を除く)
提出先市役所生活支援諜(西別館2階)

措参①所得状況届①特別児童扶養手当証書

@その他必要書類

※資格がなくなっているのに手当を受給していると、さかの

ぼって全額返還していただくことになります。認定事項に変

更があった場合は、すみやかに届け出でください。

園生活支援諜・内線384

特別児童扶養手当
圃

県
庁
障
害
福
祉
課
宮
0
4
3
・

2
2
3
・
2
9
3
5
m
0
4
3
・
2

2
2
・
4
1
3
3

敬
老
の

日

無
料
宿
泊
プ
レ
ゼ
ン
ト

ホ
テ
ル
マ

1
ク
ワ
ン
で
は
、
敬
老

の
日
を
お
祝
い
し
、
無
料
宿
泊
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

宿

泊

日

9
月
初
日
鯛

対

象

拘

歳
以
上
の
市
民

募
集
人
数
ツ
イ
ン
5
室
(
叩
人
)
、

シ
ン
グ
ル
叩
室
(
叩
人
)
、
一
泊
朝

食
付
き
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

申
し
込
み
・
圃

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
(
ツ
イ
ン
希
望
の
場
合

は
2
人
の
氏
名
・
年
齢
)
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
8
月
日
日
必
着
で
〒

2
7
o
l
-
-
7
6
柴
崎
台
1
の
9

の
M
ホ
テ
ル
マ
1
ク
ワ
ン
ア
ピ
コ
支

配
人
宮
7
1
8
6
・
1
7
1
7
へ

ひ

ま

わ

り

号

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

募

集

「
電
車
に
乗
っ
て
旅
が
し
た
い
」

障
害
者
の
そ
ん
な
願
い
を
実
現
さ
せ

よ
う
と
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
今
年
も

走
り
ま
す
。

日

程

日
月
白
日
制

行
き
先
葛
西
臨
海
公
園
(
東
京
都

江
戸
川
区
)

①印鑑

集
合
場
所

J
R松
戸
駅

募
集
人
数
先
着
2
0
0
人

参
加
費
大
人
2
5
0
0
円
、
学
生

(
中
・
高
・
専
門
学
校
・
大
学
な
ど
)

2
0
0
0
円
、
小
学
生
1
5
0
0
円

申
し
込
み
・
圃

申
し
込
み
用
紙
(
ハ

ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
し
込
み
用
紙
希
望

と
明
記
し
て
請
求
)
を
一
T
2
7
0
1

0
1
7
4
流
山
市
下
花
輪
4
0
9
東

葛
病
院
内
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る

「ち
ぱ
」
実
行
委
員
会
事
務
局
宮

0

9
0
・
4
9
5
5
・
7
3
2
3
へ

み
ん
な
の
広
場
「
風
」

指

導

員

募

集

勤
務
日
月
暗
か
ら
金
昭
日
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時

勤
務
場
所
小
規
模
福
祉
施
設
み
ん

な
の
広
場

「風
」、

久
寺
家
1
の
叩

の
日
内
容

障
害
者
へ
の
労
働
支
援
・
生

活
支
援

対
象
・
客
員
知
的
障
害
ほ
か
障
害

者
福
祉
に
理
解
が
あ
り
、
障
害
者
の

福
祉
活
動
経
験
の
あ
る
入
、
若
干
名

※
賃
金
、
勤
務
条
件
、
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
電
話
か
聞
で
8

月
9
固
ま
で
に
同
作
業
所
g
m
7
1

8
6
・
0
7
2
8
へ
。

@ 

健康食品との
きあ

健康"宅

方》つ

健
康
不
安
を
抱
え
る
現
代
人
に
と

っ
て
、
健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

(
両
者
を
合
わ
せ
て
健
康
食
品
と
記

す
)
は
手
軽
な
体
調
管
理
手
段
と
し

て
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
日
常
臨
床
の
現
場
で

は
医
薬
品
と
の
相
互
作
用
等
健
康
食

。心の健康に関する教室
福祉総合相談室宮7185・1631

名 称 日 時 場所
16日(月)

心の健康クラブ
14 :∞'" 16:∞ 保健センター

アルコール教室6日・20日幽
113 : 30 '" 15 :∞ 

h
p
案
内
図

oO健康づくりうんどう教室
保健センタ一宮7187・1131

品
が
絡
む
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ま
さ
れ
る

ケ
1
ス
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

多
く
の
人
が
健
康
食
品
を
利
用
し
て

い
る
現
状
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
日
本
で
現
在
、
健
康
食
品
を
利

用
す
る
際
に
必
要
な
知
識
と
注
意
事

項
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

-
現
在
の
と
こ
ろ
効
果
と
品
質
に

関
し
て
固
か
ら
一
定
の
お
墨
つ
き
を

与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「特
定
保

健
用
食
品
(
ト
ク
ホ
)
」
と

「栄
養

機
能
食
品
」
と
の
2
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

に
属
す
る
製
品
だ
け
で
あ
る
。
輸
入

品
を
含
め
た
健
康
食
品
の
規
格
・
基

準
に
関
す
る
国
の
法
整
備
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
医
療
現
場
で
は
健
康
食
品
と
医

薬
品
の
相
互
作
用
が
問
題
に
な
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。
中
に
は
医
薬
品
と
の

相
互
作
用
に
よ
り
強
い
作
用
が
発
現

す
る
製
品
も
あ
る
だ
け
に
、

「
た
か

が
食
品
」
と
甘
く
見
る
の
は
禁
物
。

日 時 場所

1 1日附 布佐南公園
10: 00"'11: 00 (雨天中止)
1 7日ω 湖北台中央公園
9 : 30"'10 : 30 (雨天時は保健センター)
20日(劃 天王台西公園
9: 30"'10 : 30 (雨天中止)

。各種健診と健康教室
保健センタ一宮7187・1131

3
健
康
食
品
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
相
互
作
用
が
治
療
効
果
に
悪
影
響

を
与
え
る
前
に
、
か
か
り
つ
立
医
師

と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
医
師
が
尋

ね
な
い
か
さ
り
、
患
者
が
自
分
か
ら

服
用
中
の
健
康
食
品
に
つ
い
て
話
し

て
く
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
思
っ

て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
(
筑
液
大
付

属
病
院
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
病
院
・

診
療
所
が
処
方
し
た
薬
と
一
緒
に
健

康
食
品
を
摂
っ
た
こ
と
が

「
あ
る
」

と
答
え
た
人
は
臼
・
4
%
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
、

2
っ

ω
・
4
%
が
健
康
食

品
を
服
用
中
で
あ
る
こ
と
を
医
師
に

は
告
げ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
)

い
ず
れ
に
せ
よ
、
患
者
に
と
っ
て
一

番
身
近
な
医
師
が
専
門
家
の
自
で
正

確
な
情
報
を
提
供
し
、
危
険
か
ら
守

る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

圃

我
孫
子
市
医
師
会
宮
7
1
8
8

.
F
b
F
b
つ臼
F
b

項 目 期 日 対象

回(しマあわせ学級 6日・20日・妊娠却~訂週の方
タニテイクラス)27日幽 (3回目l珊親、家族)
1歳6カ月児健康欝査5日・19日嗣平成15年1月生まれ
2歳8カ月児歯科健診26日関 平成13年12月生まれ
3歳児健康診査5日・19日肘平成13年1月生まれ
離乳食教室

31日ω乳児のいる母親
(要予約) (先着30人)
臼 健康いきいき 9日・23日・体を動かしたい方
教室 30日(月) (13:∞̂' 13:初受付)

診額制目 内科・小児科・歯科

受付時間 9:00"'11 :30、13:00'" 16: 30 
※歯科は午前中のみ

措参健康保険証、診療費

固休日診新c7187・7020

休日 ・夜間|こ病気|こなったら

87184-0119繍縄)へ
(救急車の要請は宮11 9へ)

体日・夜間教急病院

?ピコ外相整形外相病院 我孫子264
我孫子聖仁会病院湖北台46 1 

我孫子つくし野病院つくし野1311 
我孫子東邦病院我孫子18511 
平和台病院布佐83428 

小児殺急病院
取手協同病院取手市本郷21 1 

※休日明夜等の診察料は、時間外加算のた
め割高になります

厄100 瞳~.この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用 しています。


